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• 経済学科専門科目『経営学Ⅰ』および『経営
学Ⅱ』の講義で取り上げる内容です。

• 大学2年次以降に履修が可能です。

• 社会の課題を解決する企業：ソーシャルビジ
ネス

本日の講義は、本日の講義は、



経済学と経営学経済学と経営学

• ざっくりいうと：

• 経済学：お金の循環メカニズムを学ぶ

• 経営学：企業や企業に準じた組織の稼ぎ方
(ビジネスモデル)を学ぶ

• 商学：商品そのものを扱う



１．普通の生活が送れない

• 都市部では、コンビニやスーパーがあり、消費生活
に欠かせない存在です。

• →少子化、高齢化で地域が疲弊すると、スーパーや
コンビニも撤退します(普通に買い物に行けない)

• →→こうして、各地で「買い物弱者」(食の砂漠：food 
desert)が発生します。

• 経済学科アドミッションポリシー（社会・経済の課題
の1つ）



経済学科のアドミッションポリシー（入
学者受け入れ方針）

経済学科のアドミッションポリシー（入
学者受け入れ方針）

経済学科は、地域の自立および国際社会の発展に寄与するという教育研究
目標のもと、社会人として諸問題を解決していくために求められる基本的な
資質である「知識」、「考察力」、「表現力」を有する人物の育成を目指し、以
下のような人物を求めます。

1)経済を含む地域および国際社会の諸問題に強い関心がある人物

2)それら諸問題の解決策を導き出すための幅広い知識獲得に意欲がある
人物

3)それら諸問題について論理的かつ主体的に考察をし、行動する意欲があ
る人物

4)経済学や関連する諸分野の専門知識を応用し、社会において活躍するこ
とを望む人物

5)経済学や関連する社会科学分野を学ぶために必要である高等学校卒業
程度の基礎学力を有する



今回の体験授業では…今回の体験授業では…

1)経済を含む地域および国際社会の諸問題に強い関心がある人物

2)それら諸問題の解決策を導き出すための幅広い知識獲得に意欲がある
人物

3)それら諸問題について論理的かつ主体的に考察をし、行動する意欲があ
る人物

• 等に関わります。つまり、「普通に買い物が出
来る環境」が少子化・高齢化で不可能になっ
たらどうする？

• 100年前からある沖縄の知恵。



2．沖縄のソーシャルビジネス2．沖縄のソーシャルビジネス

• 沖縄本島北部、宮古島や石垣島、そして奄美
に点在する共同売店:Community Owned 
Shop

• →地域住民の出資:One for All, All for One

• →助け合い（ユイマール）

• 実態は、コープ(CO-OP)として、協同組合

• ＊沖縄独自の発展を遂げた



国頭村奥、奥共同店





課題解決と100年企業

概観

①1906年設立（一時解散）、沖縄初の共同店

②個人商店を集落＝区に「委譲」

経営環境

①交通の利便性（船舶と徒歩のみ）＋道路インフラの未整備

②人口増大を前提（交通機能も協働から撤退、行政へ）

③ネットの未整備

→しかし、スーパー、コンビニ、ネット通販などの進出
で経営悪化（ブルーオーシャンからレッドオーシャン
へ）



しかししかし

• コンビニ、スーパー、移動販売、ネット販売の
拡充により、共同売店は閉鎖が相次ぐ。

• 日常の購買活動によって地域住民の「見守
り」（買い物による安否確認）すら維持できなく
なる？

• COOPのような組織は外国にもある。では、外
国ではどうなっているのか？



３．英国の共同売店３．英国の共同売店

• 沖縄の共同売店（共同店、購買店、協同店な
どと呼称される）:県内に60-70店舗（毎年減少）

• 沖縄だけでなく、「ゆいまーる」からつくられた
共同売店は英国にもある。

• Community Owned (Village) Shopと呼ばれて
いる。集落版COOPといえる。



では、協働意識の強い英国ではどうか？

*沖縄では、
60-70店舗
が存在（か
つては100
店舗以上）



Plunkett Foundation,”Better Business 
Report”, p6





若干の分析若干の分析

• １）リーマンショックがあっても、売上は安定

• ２）年商の平均は3,000-3,600万円

• ３）人件費は支出の約10％＝ボランティア労働
（無償労働）を多用（失業保険の受給条件+宗
教的道義心）

• ４）剰余はコミュニティの事業に還元（株主配
当はできない）



スーパーとく
し丸(2017年9月徳島市に

て村上撮影)

スーパーとく
し丸(2017年9月徳島市に

て村上撮影)

４．共同売店が成立しない場合の切り札の一つ



５．まとめ

• （１）少子高齢化や過疎化で日頃の生活が送れない

• （２）消費者が減少して小売店が経営できない

• （３）周辺住民に買い物弱者問題が生ずる

• →地方だけでなく、都心部にも生じます

• →自動車も運転できないお年寄りの生活

• 今回は一例ですが、経済や社会に関わる問題の1
つです（与えられた課題ではない）。問題意識を
持って経済学科を受験しよう！


